
未
来
の
た
め
に

ま
ち
づ
く
り

座
談
会

《
特
集
》寄
せ
ら
れ
た
提
言
の
一
部
を
紹
介

環境と福祉の町づくり情報誌 

SHIWA  TOWN  SINCE  1955 【No.607】 

◎
読
書
の
秋

／

〜

／
９

１０

２７

１１

読
書
週
間

「
読
書
推
進
標
語
」「
手
づ
く

り
絵
本
」
な
ど
の
募
集
要
項
と

「
わ
た
し
の
オ
ス
ス
メ
こ
の
一

冊
」を
掲
載

◎
忘
れ
ず
ご
確
認
を

月
１
日
か
ら

１０医
療
費
の

患
者
負
担
な
ど
が

変
わ
り
ま
す

◎
情
報
掲
示
板

元
気
は
つ
ら
つ「
人
生
夢
夢
は
が
き
」募
集

マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
募
集

公
民
館
の
後
期
お
す
す
め
講
座
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今月の目次＆ポイント
特集

報告
　まちづくり座談会 ３
　　■ポイント ６月２９日から５日間、９地

区で行われた「まちづくり座談会」
の内容を抜粋して紹介します。

１０/２７～１１/９ 読書週間 ７
　　■ポイント 第５６回読書週間に募集が行

われる「読書推進標語」などの募
集要項をお知らせ。また第４回目
の「わたしのオススメこの一冊」も。

１０月１日から医療費の
　患者負担などが変わります ８
　　■ポイント 健康保険法などが改正された

ため「老人保健医療制度」と「国民
健康保険制度」の一部が変わりま
すので、ご確認ください。

まちの話題 １０
　　■ポイント １２年ごとに行われる志和稲荷

神社の白馬参進神事など、前月の
話題を写真と共に。

公民館だより １１
　　■ポイント 後期に参加できる各地区公民

館のおすすめ教室を紹介します。

情報掲示板 １２
　　■ポイント マイバック運動のシンボル

キャラクター募集などを掲載。

産直・自慢の逸品 １６
　　■ポイント 今回はルート３９６長岡。産直

自慢の味をご紹介します。

〈
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

元
気
は
つ
ら
つ
敬
老
月
間

　

活
力
あ
る
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
「
元
気
は
つ
ら
つ
紫

波
計
画
」
概
要
版
を
各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。
九
月

は
敬
老
月
間
で
あ
り
、
先
日
敬
老
祝
金
を
八
十
八
歳
の

方
々
に
お
届
け
に
巡
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
日
ご
ろ
の
暮
ら

し
ぶ
り
と
長
生
き
の
秘
訣
を
聞
き
な
が
ら
、
今
後
の
高
齢

者
へ
の
対
応
の
あ
り
方
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
百
歳
以
上
の
方
が
五
名
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
九
十
八
歳
の
方
は
九
名
で
あ
り
、
町
に
と
っ
て
は
す

ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
訪
問
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
八
十
八
歳
で
大
変

元
気
な
方
々
の
多
か
っ
た
こ
と
で
す
。
計
画
で
は
、
健
康

寿
命
の
延
伸
を
図
り
、
少
な
く
と
も
八
十
八
歳
ま
で
は

自
分
自
身
の
身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
行
う
こ
と
が
出

来
る
人
を
増
や
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
目
標
に
近

い
方
々
と
た
く
さ
ん
お
会
い
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
部

で
す
が
休
ん
で
い
る
方
も
あ
り
、
健
康
づ
く
り
の
難
し
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
特
に
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
関
東
か
ら

紫
波
町
に
越
し
て
か
ら
体
調
も
良
く
な
り
、
体
重
も
増

え
永
年
の
持
病
も
軽
く
な
っ
た
と
い
う
方
が
い
た
こ
と
で

す
。
改
め
て
環
境
へ
の
配
慮
の
大
切
さ
と
、
循
環
型
ま
ち

づ
く
り
が
「
い
の
ち
」
の
大
事
に
貢
献
す
る
こ
と
だ
と
実

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

健
康
で
日
常
生
活
を
過
ご
せ
る
こ
と
は
何
に
も
代
え

難
い
も
の
で
す
。「
元
気
は
つ
ら
つ
紫
波
計
画
」
の
九
つ
の

領
域
と
具
体
的
な
目
標
に
向
か
っ
て
「
町
民
の
、
町
民
に

よ
る
、
町
民
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
」
を
、
み
ん
な
で
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。

（
藤
原　

孝
）

���������
���������	�

��������	
���


��������	
��
�

��������	
�
�


��������	�
��
�

���������	
��
�

��������	
���


��������������

�����������	
�

��������	
��
�

��������	
��
�

����������	
��

���������	
��


��������	�
��


���������	
��


��������	
��
�

��������	
��
�

����

���������������	��������	
����
�������

����������������������	�
��
����������

�����������������������������������	
��

�����������������������������������

��������������	
��

�����������

��������������������	
���
������������

���������	
��
������������
���	�����

���������	
��
�������������

��������	�������������������

町

関

係

の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア

ド

レ

ス

【メールアドレス】info@town.shiwa.iwate.jphttp://www.town.shiwa.iwate.jp【紫　　   波   　　町】
【メールアドレス】siwakyoi@rnac.ne.jphttp://www.rnac.ne.jp/̃siwakyoi/ 【教   育    委   員   会】

http://www.rnac.ne.jp/̃siwakyoi/kodomo/【こどもネット・しわ】
http://www.shiwacho.ed.jp/【紫 波  図 書 ネ ッ ト】

温泉宿泊券
などが
当たる
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平成14年度
まちづくり座談会
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質
問
・
提
言 

回
　
答 

回
　
答 

循環型まちづくりについて 

質
問
・
提
言 

質
問
・
提
言 

回
　
答 



●５

質
問
・
提
言 

回
　
答 

質
問
・
提
言 

回
　
答 

質
問
・
提
言 

回
　
答 

質
問
・
提
言 

回
　
答 

回
　
答 

広域行政について 

健康なまちづくりについて 

回
　
答 

質
問
・
提
言 

質
問
・
提
言 



●６

質
問
・
提
言 

回
　
答 

回
　
答 

質
問
・
提
言 

回
　
答 

質
問
・
提
言 

そ
の
他 

の
提
言 

回
　
答 

質
問
・
提
言 

質
問
・
提
言 

回
　
答 

日詰11人 
古館20人 

水分 
14人 

志和 
29人 

赤石28人 
彦部13人 

佐比内 
12人 

赤沢 
19人 

長岡18人 

座談会の 
参加状況 
計 181人 

西部6人 中央10人 
東部1人 
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幼
い
こ
ろ
か
ら
世
界
各
地
を
自
分
の
目
で
見
て
み
た
い
と

夢
見
て
い
た
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
生
ま
れ
の
著
者
が
、
二
十
八

歳
の
時
に
徒
歩
で
世
界
一
周
の
旅
を
開
始
し
、
欧
州
・
北
ア

フ
リ
カ
・
西
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
・
豪
州
と
、

地
球
を
一
周
し
て
米
国
の
自
宅
に
戻
る
ま
で
の
四
年
間
を
記

録
し
た
紀
行
文
で
す
。
た
っ
た
一
人
で
テ
ン
ト
や
寝
袋
を

リ
ュ
ッ
ク
に
詰
び
つ
け
て
、
そ
こ
に
住
む
ふ
つ
う
の
人
た
ち

の
暮
ら
し
に
接
し
な
が
ら
歩
き
続
け
た
記
録
に
は
圧
倒
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
色
々
な
国
の
民
族
性
や
宗
教
観
、
文
化
や

習
慣
の
違
い
を
肌
で
感
じ
る
著
者
の
姿
は
、
単
な
る
観
光
旅

行
や
冒
険
旅
行
と
は
違
い
、
自
分
の
力
だ
け
で
歩
き
通
す
と

い
う
感
動
に
満
ち
、
各
地
域
の
事
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
若
い
人
た
ち
に
こ
の
本
を
読
ん
で
も
ら
い
、
自
分
の
夢

を
追
い
求
め
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
世
界
一
周

　

徒
歩
旅
行
」

　
　

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・ニ
ュ
ー
マ
ン
著

　
　

心
交
社

　アメリカのジャーナリストである著者を一
躍世界に知らしめることになったのが本書。
１９８７～１９８８年には来日し、北海道から沖縄ま
での日本縦断も果たしている。

菅
原
一
彦
さ
ん（
北
日
詰
）が

オ
ス
ス
メ
す
る

�����

日詰駅前で中華料理店を営む菅原さ
んが作るラーメンは絶品です。絵を
描くことも好きで、お店には自筆の
イラストが飾られていました。出前
のかえりに中央公民館図書室に寄る
こともあるとか。
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老
人
保
健
医
療

 
制
度
の
主
な
変
更
点

�
�
�
�
�
�
�
�

　

○
昭
和
七
年
十
月
一
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
は
七
十
五
歳
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
現
在
は
七
十
歳
か
ら
対
象
）

　

○
一
定
の
心
身
障
害
者
な
ど
は
、
現
行
ど

お
り
六
十
五
歳
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

○
九
月
中
に
新
し
い
老
人
医
療
の
医
療
受

給
者
証
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。（
現
在

の
受
給
者
証
は
、
十
月
以
降
無
効
と
な

り
ま
す
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　
　

現
在
一
割
（
外
来
の
一
部
は
定
額
）
の

自
己
負
担
が
所
得
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

　

○
入
院
・
外
来
と
も
一
割
負
担

　
　
（
高
所
得
者
は
二
割
負
担
）

　

○
低
所
得
の
人
は
、
申
請
に
よ
り
負
担
の

限
度
額
が
一
般
の
人
よ
り
も
低
額
と
な

り
ま
す
。（
�
・
�
の
ふ
た
つ
の
段
階
が

あ
り
ま
す
）

　

○
患
者
負
担
の
限
度
額
（
下
の
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　
　

限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ
た
患
者
負
担

の
額
は
、
後
日
役
場
か
ら
高
額
医
療
費
と

し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。（
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
）

　
　

申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。

※���� 同一世帯内に町民税の課税所得が１２４万円以上の老人 
  医療対象者または７０歳以上の人がいる場合
　���� 同一世帯の全員が町民税非課税の場合
　���� 低所得�の人で、かつ世帯全員の課税所得がゼロの場合

患者負担の限度額 
（月額） 



健
康
保
険
法
な
ど
が
改
正
さ
れ
、

十
月
か
ら
各
種
医
療
保
険
制

度
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
老

人
保
健
医
療
の
対
象
年
齢
や
、

国
民
健
康
保
険
制
度
の
医
療

機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担
割

合
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 
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高額療養費の自己負担限度額（月額）

上位所得者 １３９,８００円＋（医療費－６９９,０００円）×１％
  　　〔現行１２１,８００円＋（医療費－６０９,０００円）×１％〕

一般  ７２,３００円＋（医療費－３６１,５００円）×１％
      　　〔現行６３,６００円＋（医療費－３１８,０００円）×１％〕

低所得者  ３５,４００円〔据え置き〕

４回目以降 一般で４０,２００円〔現行３７,２００円〕など

　　上位所得者とは基礎控除後の総所得金額などが６７０万円を超える世帯および
　所得の申告がない世帯の人です。

 
国
民
健
康
保
険

 
制
度
の
主
な
変
更
点

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�

　
　

現
在
三
割
（
退
職
医
療
の
一
部
は
二
割
）

の
自
己
負
担
が
年
齢
や
世
帯
の
所
得
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

○
三
歳
未
満
の
乳
幼
児

　
　
　

二
割
〔
現
行
三
割
〕

　

○
三
歳
以
上
七
十
歳
未
満

　
　
　

三
割
（
退
職
医
療
の
一
部
は
二
割
）

〔
現
行
ど
お
り
〕

　

○
七
十
歳
以
上
で
老
人
保
健
医
療
の
対
象

と
な
ら
な
い
人
（
前
期
高
齢
者
と
い
い

ま
す
）　

老
人
保
健
医
療
の
場

合
と
同
じ
負
担

　

○
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限

度
額

     
（
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

　

○
三
歳
未
満
の
乳
幼
児

　
　
　

保
険
証
に
記
載
さ
れ
た
生
年
月
日
で

負
担
割
合
が
判
断
さ
れ
ま
す
の
で
、
保

険
証
の
提
示
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

○
前
期
高
齢
者

　
　
　

七
十
歳
に
な
っ
た
と
き
に
「
高
齢
受

給
者
証
」を
発
行
し
ま
す
の
で
、
保
険
証

と
一
緒
に
医
療
機
関
窓
口
に
提
示
し
ま

し
ょ
う
。

　町では全世帯へ医療制度改正に関するチラシ

を配付いたします。この広報やチラシの記事な

どで不明の点がありましたら、担当までお問い

合わせください。

 担当　町民課国保年金係�６７２-２１１１　内線１４８

　有線０１-８９００
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日
詰
商
店
街
の
な
ん
バ
ザ
・
ホ
ー
ル

で
は
夏
休
み
と
九
月
の
休
日
に
小
学

生
が
商
売
体
験
を
し
て
い
ま
す
。
は

じ
め
は
は
ず
か
し
か
っ
た
「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
」
の
声
も
徐
々
に
な
れ
て

お
客
さ
ん
が
驚
く
ほ
ど
の
元
気
な
声

で
迎
え
て
い
ま
し
た
。
と
ま
ど
い
が

ち
の
代
金
の
計
算
も
、
商
店
の
皆
さ
ん

か
ら
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
緊
張
の
中
に

も
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
十
月
の
産
業
ま
つ
り
に
も
子
ど

も
た
ち
が
出
店
し
ま
す
。
や
っ
て
み

た
い
小
学
生
は
、
な
ん
バ
ザ
・
ホ
ー
ル

事
務
局
へ
（
�
６
７
２
―

２
６
５
０
）

　

志
和
稲
荷
神
社
の
白
馬
参
進
神
事
が

二
十
四
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
幸

福
を
運
ぶ
と
い
う
白
馬
を
一
目
見
よ
う

と
多
く
の
人
が
集
ま
る
中
、
十
六
頭
の

馬
の
中
央
に
金
の
幣
束
を
着
け
た
白
馬

が
見
え
る
と
沿
道
か
ら
は
「
わ
ー
、
き

れ
い
」
と
い
う
歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

一
行
は
午
前
十
時
に
志
賀
理
和
気
（
赤

石
）
神
社
を
出
発
し
、
午
後
三
時
半
に

志
和
稲
荷
神
社
に
到
着
。
五
穀
豊
穣
や

商
売
繁
盛
を
願
う
こ
の
神
事
が
次
に
見

ら
れ
る
の
は
十
二
年
後
の
午
年
で
す
。

白
馬
が
幸
福
を
も
た
ら
す

8/18

夏
に
集
う
チ
ョ
チ
ョ
ン
が
チ
ョ
ン

8/14

　

町
出
身
者
が
集
う
「
紫
波
町
ふ
る
さ

と
会
」の
イ
ベ
ン
ト「
夏
の
集
い
」が
ラ
・

フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
湯
楽
々
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
会
員
と

町
民
合
わ
せ
て
七
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。鍛
治
町
さ
ん
さ
の
会
の
皆
さ
ん
の

リ
ー
ド
で
、
み
ん
な
が
ひ
と
つ
の
輪
に

な
っ
て
踊
り
、
歌
っ
た
こ
と
は
き
っ
と
い

い
思
い
出
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。最
後
は

肩
を
組
み
、
ま
た
会
う
こ
と
を
約
束
し
、

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

「
皆
し
て
、ま
だ
お
で
っ
て
く
な
ん
せ
や
」

まちの 
話　題 

き
れ
い
な
河
川
環
境
を
守
っ
た

２
団
体
が
感
謝
状
を
受
賞

9/2

　

河
川
の
美
化
清
掃
活
動
を
長
年
に

わ
た
り
続
け
て
い
る
功
績
に
よ
り
、
滝

名
川
河
川
環
境
愛
護
会
（
佐
々
木
嘉
一

郎
代
表
）
が
県
知
事
感
謝
状
を
、
天
王

川
河
川
愛
護
会
（
西
葛
馨
代
表
）
が
地

方
振
興
局
長
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し

た
。
地
域
一
体
と
な
っ
た
両
会
の
活

動
に
よ
り
、
魚
つ
り
大
会
な
ど
が
催
さ

れ
る
き
れ
い
な
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
国
道
を
花
い
っ
ぱ
い
に

8/23

　

栃
内
地
区
公
民
館
（
小
川
鶴
雄
館

長
）
が
地
区
内
国
道
の
清
掃
と
花
壇
整

備
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
知
事
か
ら
感

謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
活
動

は
昭
和
六
十
年
か
ら
継
続
さ
れ
て
お

り
、
七
十
七
戸
全
世
帯
が
子
供
会
や

老
人
ク
ラ
ブ
と
合
同
で
花
の
世
話
と
草

取
り
、
水
や
り
、
道
路
の
ゴ
ミ
拾
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。場
所
は
長
岡
の
国
道

３
９
６
号
と
４
５
６

号
の
分
か
れ
目
か
ら

北
に
１
キ
ロ
ほ
ど
の

区
間
で
す
。近
く
を

通
っ
た
際
は
目
を
留

め
て
見
て
く
だ
さ
い
。

小
学
生
の

商
い
体
験

8/1
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日詰公民館　　　�６７２-３３７２　有線０１-８９４２
時間開設時期教室・講座名

午前１０時～毎週月曜「練功」講座

１１月１９日から（予定）パソコン講座

１０月より月１回（予定）元気プラス講座

古館公民館　　　�６７６-２３２３　有線０１-２１０２
時間開設時期教室・講座名

午前１０時～毎週月曜３Ｂ体操教室
午前９時３０分～毎週木曜手編み教室

午前１０時～毎週木曜エアロビクス教室

午後１時３０分～第１・第３火曜書道（昼）教室

午後７時３０分～第１・第３金曜書道（夜）教室

水分公民館　　　�６７３-８２２２　有線０２-３５２４
時間開設時期教室・講座名

午後７時３０分～第１・２月曜書道教室

午前９時３０分～第２・４水曜洋裁教室

午後１時３０分～第２・４金曜陶芸教室

午前９時３０分～第１・３月曜着付け教室

午後平日（月１回）民謡教室

午後７時３０分～第１・３木曜コールあづまね
（コーラス）

志和公民館　　　�６７３-７１１１　有線０３-５２２３
時間開設時期教室・講座名

午前９時３０分～第４土曜洋裁教室

午前９時３０分～平日川柳教室

午前９時３０分～第１・３水曜和裁教室

午前９時３０分～第２・４火曜パッチワーク教室

午前９時～１２月２７日（金）挑戦 !門松づくり

赤石公民館　　　�６７６-３９９９　有線０４-６１６１
時間開設時期教室・講座名

午後７時～毎週木曜社交ダンス教室

午後１時～第１・３月曜大正琴教室

午後１時～第１・３金曜絵画教室

午後７時～第２・３・４木曜詩吟教室

午前９時～第３土曜木彫り教室

午後１時～５・１５・２５日囲碁教室

彦部公民館　�６７６-４６７０　有線０１-６６９８
時間開設時期教室・講座名

午前９時３０分～毎月第３月曜日本画教室

未定毎月第４木曜生け花教室

午後１時～毎月第２火曜陶芸教室

午後７時～毎月第３水曜カラオケ

午後７時～第３月曜（１１～３月）書道教室

未定毎月木曜（１１～２月）手編み教室

未定月２～３回（１０～２月）木目込み教室

佐比内公民館　　　�６７４-２６２６　有線０５-７３３７
時間開設時期教室・講座名

９時～１１～２月手芸・編み物教室

午後１時３０分～１１月つるクラフト教室

午後１時３０分～１１～２月紙テープクラフト
教室

午後７時～１２～２月紙粘土教室

午前９時３０分～１２月（１回）しめかざり講習会

赤沢公民館　　　�６７６-３０３６　有線０６-７９５２
時間開設時期教室・講座名

午後７時～第１・３水曜書道教室

午後７時～第４水曜歌謡教室

午前９時３０分～１２月～２月（８回）編物教室

午前９時３０分～１２月～２月（８回）パッチワーク教室

長岡公民館　　　�６７６-３７８９　有線０７-８２２６
時間開設時期教室・講座名

午後１時～

第３火曜（１０月～
２月全５回）
１０月マフィン
１１月ショートケーキ
１２月アップルパイ
１月シュークリーム
２月ガトーショコラ

お菓子作り教室

　日詰公民館では、これから携帯電話を使おうと

思っている人や、i モードの利用法を知りたい人

などを対象に「情報機器講習会」を開催します。携

帯電話を持っていない人も参加できますので、早

めにお申し込みください。

■日時　９月２４日（火）、午後２時～４時

■場所　中央公民館

■受講料　無料

■定員　２０人〔９月１２日（木）、午後１時から先

着順で受付〕

■問合せ・申込　日詰公民館�６７２-３３７２　有線０１-

８９４２
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平成１５年  紫波町「成人式」
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■応募資格����������	
��


■募集期間�����������

■応募方法���������	
��
�����
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■問合せ・応募����������������
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作品の裏面にキャラクター
の愛称と簡単な説明、住所、
氏名（ふりがな）、年齢、性
別、職業（学校名と学年）、
電話番号を明記 

作品は未発表のものとし
用紙1枚に1作品でご応
募ください（応募点数は
何点でも可）。色彩、画材、
技法は自由です。 

A4の 
白色用紙1枚に 
1作品で応募 

 
※応募作品は返却し
ません。著作権はすべ
て主催者に帰属します 

　町では、平成１５年１月１２日

（日）に成人式を開催します。こ

の成人式は、原則として町に住民

登録している新成人を対象にして

いますが、転出により現在町外に

居住している人についても、希望

により参加することができますの

で、お申し込みください。

　なお、町内に住所を有している

人については申し込みの必要はあ

りません。

■申込の対象　昭和５７年４月２

日から昭和５８年４月１日に生ま

れた町出身の人で、現在町外に居

住し、町の成人式に参加を希望す

る人

■申込　１１月２９日（金）までに、

氏名、生年月日、性別、現住所、

帰省先住所を本人または家族から

電話などで申し込みください。成

人式の案内状は１２月中旬に発送

する予定です。

■申込・問合せ　社会教育課

�６７２-３３６２　有線０１-８９４１

　総合運動公園をはじめ、町内のさまざまなスポーツ施設

を利用して、どなたでも参加できるスポーツイベント「元気は

つらつスポレク☆フェスタin紫波」が１０月１３日に開催され
ます。詳しくは、９月１８日配布のプログラムをご覧ください。

１０月１３日に開催

元気はつらつ
スポレク☆フェスタin 紫波

�����
��

平成１５年
１/１２（日）

������
����
�����

　入門者向けのホームページ

作成講座が開催されます。

■日時　９月１８日（水）～２１日

（土）、午後６時～９時

９月２５日（水）～２８日（土）、午

後２時～５時

■場所　紫波町ＩＴサポートセ

ンター（なんバザ・ホールとなり）

■申込・問合せ　紫波町 IT サ

ポートセンター��６７６-６５５８

■E-mail

 isc.shiwa@iris.ocn.ne.jp
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　１０月１日は「法の日」です。これを記念して法律相
談会をはじめとした各種事業が行われますので、ご利
用、ご参加ください。
■１０/１ 司法書士無料法律相談所
　岩手県司法書士会では町をはじめ県下各地で無料相談を

行います。民法、商法、訴訟関係などでお困りのことがあり

ましたらお出かけください。当日は電話での相談を受け付

ける「登記１１０番」も開設します。

■日時　１０月１日（火）、午前１０時～午後３時

■会場　中央公民館

■問合せ　県司法書士会事務局�６２２-３３７２（「登記１１０番」

も同じ番号です）

■１０/３ 弁護士による法律相談
　岩手弁護士会では、民事や家事など法律一般についての

無料法律相談会を実施します。

■日時　１０月３日（木）、午前１０時～午後４時（受付は午後

３時３０分まで）

■会場　岩手県民会館（盛岡市）

■問合せ　岩手弁護士会�６５１-５０９５

■１０/２５ 調停制度８０周年記念行事
　盛岡地方・家庭裁判所と盛岡簡易裁判所、盛岡調停協会

では、調停制度８０周年を記念し調停手続への理解と普及を

図るため、「身近な紛争解決手段としての調停手続のしくみ

を知ろう!」をテーマとした記念行事を開催します。当日は

調停手続についての説明や、一般的な手続を題材にした模

擬調停、質問コーナーなどを予定しています。

■日時　１０月２５日（金）、午後１時３０分～午後３時３０分

■会場　盛岡地方・家庭裁判所（盛岡市）

■募集人員　４０人〈電話で１０月４日（金）までに申込〉

■申込・問合せ　盛岡地方・家庭裁判所事務局総務課庶務

係�６２２-３１６５

「法の日」記念事業のお知らせ

　紫波警察署では、９月を「家出および福祉犯罪被害少年・少女の

発見保護活動の強化の月」として、家出や無断外泊、不良行為をし

ている少年・少女の相談やサポート活動を強化します。これは夏休み

が明けたこの時期、休み中の遊びぐせから、登校しなかったり、仕事

を休みがちになったりして、家出や犯罪に巻き込まれる少年・少女が増

加するためです。

　藤原町長を始め、町民の皆さんと旅を楽

しむ恒例の紫波町民号に参加を希望する人

を募集します。今回は「お座敷列車・おば

こ号で行く松島と南三陸の旅」と題して、

仙台から松島周辺の南三陸をお座敷列車

と貸切バスで旅します。お早めにお申し

込みください。

■日時　１０月２９日（火）～３０日（水）

■宿泊　女川温泉　ホテル王将華夕美

■コース　１日目：古館駅〈８：３０〉⇒紫波中

央駅⇒日詰駅⇒仙台駅⇒武田の笹かまぼこ

⇒塩竃神社⇒塩釜港（遊覧船）⇒松島港⇒ホ

テル

２日目：ホテル⇒宮城県慶弔使節舟ミュージ

アム⇒おしかホエールランド⇒海鮮いちば

⇒石巻駅⇒日詰駅⇒紫波中央駅⇒古館駅

〈１８：２５〉

■旅行代金　２９,８００円

■募集人員　１２０人（最小催行人員９０人）　

※添乗員同行、男女別相部屋

■問合せ・申込　びゅうプラザ盛岡�６２４-

４１１２

非行や犯罪被害に関する相談は
紫波警察署�６７１-０１１０へご連絡ください。



●１４

歴史を額に残した

「算額」の講演会を開催
　江戸時代の日本の数学「和算」を額にして、

寺や神社に奉納した「算額」が、町内の木宮

神社や矢巾町の竜泉寺にあります。その算額

の歴史についての分かりやすい講演会を岩

手県和算研究会と志和のにこにこ大学が開

催します。興味のある人はご参加ください。

■日時　９月２８日（土）、午後１時３０分～

４時

■場所　JAいわて中央志和支所

■問合せ　志和公民館�６７３-７１１１　有線

０３-５２２３または教育委員会�６７２-３３６２

　紫波郡交通安全対策協議会、都南

地区交通安全連絡協議会、紫波交通

安全協会、交通安全母の会紫波地区

連合会、紫波警察署では、悲しい交

通事故や違反者ゼロを目指し、「紫波

地区交通安全大会　交通安全と民謡

ショー」を開催します。当日は講演の

ほか、楽しい民謡ショーも行いますの

で、お誘い合わせのうえお出かけく

ださい。

■日時　９月１９日（木）、午後６時

～午後８時（開場午後５時３０分）

■場所　矢巾町文化会館田園ホール

■内容　講話：元県交通安全母の会

連合会長　堀内リョウ子さん／民謡

ショー：歌手　漆原栄美子さん

■問合せ　紫波郡交通安全対策協議

会事務局（総務課消防安全対策室）

�６７２-２１１１  内線３１５  有線０１-８９０１

　県林業技術センターでは、「第２回森林文化教室」を開催し

ます。今回のテーマは「 森  林 の恵み、秋の楽しみ『果実酒作
も り

り』」で、材料を調べて果実酒を作る実習を中心に開かれます。

■日時　９月２８日（土）、午前１０時～午

後４時

■集合場所　県林業技術センター（矢

巾町）に９時３０分

■参加費　１,０００円

■申込・問合せ　県林業

技術センターに電話で申

込み（先着３０人）�６９７-

１５３６　内線１２３、１３０

��
��

�

��������	
��


女性の就業支援のための講習会
　県立産業技術短期大学校では、就業を希望する女性を対象に、

社会保険、労働保険、雇用保険などの諸届け手続きの実務や税

金に関する基礎知識を習得する技術講習を開催します。

■日時　１１月８日から１２月６日までの２１日間

■場所　盛岡地域就業訓練センター

■費用　４,０００円程度

■対象　現在未就業で講習全日程に出席できる女性３０人

■申込　１０月４日（水）午前９時から盛岡地域就業訓練セン

ターに電話（�６５１-３００１）で申込み

■問合せ　県立産業技術短期大学校�６９７-９０８８

高齢者のための遊び塾
　県内在住の高齢者および介護ヘルパーを

対象とした、「高齢者のための遊び塾」が開

催されます。新しい仲間づくりや、楽しい

自由時間の過ごし方を学んでみませんか。

■日時　１０月８日（火）～９日（水）

■場所　国立岩手山青年の家（滝沢村）

■参加費　５,０００円（宿泊費、食費、交流会

費）

■問合せ・申込　岩手県高齢者福祉生活協

同組合�６５３-５８３０（先着１００人で締切）



●１５

　県教育委員会では、親子の相互

関係や親同士の交流を深め、子育

ての仲間作りを手助けする「第２回

かるがも親子体験教室」を開催しま

す。１泊２日の行程の中で、ゲーム

や家族対抗のオリエンテーリング、

さらに歴史の道・仙北街道の一部を

実際に歩く体験など、バラエティに

富んだ内容です。定員になり次第締

め切りますのでお早めにお申し込み

ください。

■日時　９月２８日（土）・午前１０時

３０分～２９日（日）・午後２時

■場所　県立県南青少年の家（金ヶ

崎町）

■定員　２０家族・６０人程度

■参加費　小学生以下２,８００円、中

学生以上３,０００円（食事４食・飲み

物・おやつ・保険料など）

■問合せ・申込　（財）県スポーツ振

興事業団県南青少年の家�０１９７-

４４-２１２４

　県民と警察を結ぶ音の架け橋とし

て、演奏活動を行っている岩手県警

察音楽隊が「第３７回岩手県警察音

楽隊定期演奏会」を開催します。親し

みやすい曲を中心に、楽器を演奏し

ながら隊形を変えていくドリル演奏

など、変化に富んだプログラムに

なっています。また警察職員の邦楽

愛好会による「日本の調べ」も演奏

されます。

■日時　１０月１９日（土）、午後２時

～４時

■場所　岩手県民会館大ホール（盛

岡市）

■入場料　無料（ただし、９月中旬

から配布する入場整理券をお近くの

警察署、交番、駐在所でお求めくだ

さい）

■申込・問合せ　県警察本部警務部

県民課岩手県警察音楽隊�６５３-

０１１０

　ボーイスカウト紫波１団、ガール

スカウト岩手第１１団では団員募集

の説明会を行います。（入団も随時

受付中）

■日時　１０月９日（水）、午後６時

３０分～７時３０分

■場所　中央公民館

■入団資格　小学生と来年小学校

に入学する児童

■申込・問合せ　ボーイスカウト紫

波１団　堀内利剛さん宅�６７６-

４３３５／ガールスカウト岩手第１１団

　熊谷優子さん宅�６７６-５５３５

　視覚障害者を対象とした訓練施

設の国立函館視力障害センター（北

海道函館市）では、理療教育課程と

生活訓練課程の１５年度の入所者を

募集しています。

■理療教育課程（あん摩マッサージ

指圧、はり、きゅう科）　　第一部５

年課程（高等課程・１５人）と第二部３

年課程（専門課程・３０人）、一部５年

課程３年編入（若干名）を随時募集

（最終締切は平成１５年３月１５日）

■生活訓練課程　歩行訓練や作業

訓練（１０人、期間６ヵ月）、平成１５年

３月１５日まで募集

■対象　北海道、青森県、岩手県、

秋田県に居住し、身体障害者手帳を

受けている視覚障害者で満１５歳以

上の人

■問合せ　環境福祉課�６７２-２１１１

　内線１５６　有線０１-８９２１

　県立高度技術専門学院では、恒

例になっている学院祭を開催します。

機械加工実演・プレゼント、電子工

作体験、IT機器体験、設備機器稼働

実演などに加え、模擬店、スタンプ

ラリー、軽音部ライブ、フリーマー

ケット、無料のおもちゃ修理など、学

院施設公開と同時に楽しめる内容に

なっています。

■日時　９月２９日（日）、午前１０時

～午後３時３０分

■場所　県立高度技術専門学院（水

沢市佐倉河）

■問合せ　県立高度技術専門学院

�０１９７-２２-４４２２

親子で交流
１泊２日の体験教室

仲間作りに！

岩手県警察音楽隊の
定期演奏会

お知らせ！

ボーイスカウト＆
ガールスカウト募集

子どもたち！

国立函館視力障害
センターからのお知らせ

募　　集！

高度技術専門学院の
学院祭にお越しを

催し多数！
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ルート３９６長岡
野菜から果実、炭、苗まで

バラエティさと値段が魅力
　

「
特
長
？　

困
っ
た
な
ー
」
―
―
お
す
す
め
の
商
品

を
紹
介
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
と
、
組
合
員
の
皆
さ
ん

は
首
を
ひ
ね
り
ま
し
た
。「
と
に
か
く
商
品
が
切
れ
な

い
ん
で
す
。
春
の
苗
が
出
始
め
る
と
、
ア
ッ
と
い
う
間

に
野
菜
を
次
か
ら
次
へ
と
皆
さ
ん
が
育
て
て
持
っ
て
く

る
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
果
物
類
が
並
び
ま

す
か
ら
」
。
冷
蔵
庫
に
は
手
づ
く
り
ケ
ー
キ
が
、
さ
ら

に
壁
面
に
は
飾
り
木
炭
ま
で
並
ん
で
い
ま
す
。「
お
客

様
か
ら
言
わ
れ
る
の
は
品
数
が
多
い
と
言
う
こ
と
と
、

安
い
と
い
う
こ
と
。
新
鮮
な
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

値
段
で
も
他
に
ひ
け
は
と
ら
な
い
と
思
い
ま
す
よ
」
と

い
う
言
葉
ど
お
り
、
訪
れ
る
人
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ル
ー
ト
３
９
６
長
岡
の
秋
の
味
覚
は
こ
れ
か
ら
が
本

番
で
す
。

平日の朝にちょっと買い物しただけでさまざまな商品が手に入るルート３９６長岡。切
り花も豊富です。
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�
６
７
２
―

５
０
３
１

　
　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　
　

無
休

　空き箱や使わなくなっ

たおもちゃを組み立て、
プラモデルのランナー
で飾り、４色のスプレー
で色をつけました。全長
９２cm、高さ５３cm、体重
１,１００gです。おかあさん
から小さな旗立てをもら
いのぼりもつくりました。

【作品名】
自然が見ている！

【作品名】がらくた恐竜

藤原 香  織 ちゃん（4年）
か おり

　環境学習の一環としてポ
スター作成に取り組みまし
た。このポスターを見てゴ
ミを捨てる人が少しでも減
るよう願って描きました。
文字の白いわくがむずかし
かったです。

菅原 隆  司 くん（2年）
りゅう じ


